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名称と発行月
  京都ノートルダム女子大学現代人間学部こども教育学科は、学科紀要として『こども教育研究』を
年 1回発行する。

投稿資格
本学教員に限る。共著の場合、第 1執筆者は本学科教員に限る。その他はこの限りでない。

原稿の種別
  投稿内容は、教育学・保育学・教科教育学、またその周辺分野とし、未発表のものとする。種別は
以下のとおりとする。
・原著論文・・・研究論文の体裁に相応しく有意義であるもの。
・研究ノート・・・紀要に相応しい内容の試験的報告、追試的検討、調査報告、研究動向など。
・その他・・・  特定の主題についての解説、特定の分野に関して幅広い文献から引用して記述した展望、

書評など学科紀要に相応しい論述。

投稿の本数
投稿本数については、単著・共著にかかわらず 1名につき年間 2篇以内を原則とする。

執筆要領
1．使用言語は日本語とし、句読点は執筆者の専門分野に応じた書式による。
2．  原稿は wordで作成し、A4版縦置き横書きで、原則 42字× 36行とする。それぞれの原稿の第 1

頁にはタイトル、著者名を記入する。
3．  図および表には番号とタイトルをつける。縮小作業は最終的には印刷所がするが、その所要スペー
スを概算し、原稿の挿入すべき箇所に該当するサイズに縮小したものを貼り付けること。また手
書きの図等については、デジタルスキャンしたデータを用いること。

4．  引用および参考文献は、欧文・和文の順に、欧文は著者姓のアルファベット順、和文は五十音順
に記載し、注釈も含めて執筆者の専門分野に応じた書式で記載すること。

5．  原稿の分量は、刷り上がり 20頁以内で、引用・参考文献および注釈、図表等のスペースを含む
ものとする。

原稿の提出
  毎年期日までに担当者まで wordファイルと PDFファイルを送付する。締切期日を過ぎて提出され
た原稿、および著しく不備のある原稿は、原則として受け付けない。
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  投稿された原稿は、刊行会により委任されたものが閲読し、掲載の可否を決定する。閲読期間は約
1週間とする。原稿は必要に応じて加筆修正が求められることがあり、その場合は 5日以内で行う。
校正は執筆者の責任において 2回までとする。構成に際して原文の変更または追加は原則として認
めない。

紀要冊子と抜き刷りについて
  掲載された原稿の執筆者には、冊子を 3部提供する。抜き刷りについては 30部までを限度に、執
筆者の希望により提供する。

公開について
  紀要の全てまたは一部を本学学術機関リポジトリにおいて公開するものとし、「京都ノートルダム
女子大学学術機関リポジトリ運用規定」に従い、手続きを行うものとする。

著作権および研究倫理について
1．  使用された図表のうち、著作権が発生するものに関しては、著作者の責任において手続きを行う
ものとする。

2．  掲載原稿の著作権については、京都ノートルダム女子大学に帰属する。ただし、執筆者自身が使
用する場合はその限りではない。

3．  掲載原稿の研究倫理については、京都ノートルダム女子大学研究倫理規定に準ずるものとする。
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